
                                  ２０１５年８月 1 日 

                                  株式会社ネットワークス 

 

          外内マドプロ転換出願操作説明書 
 

以下は外内マドプロ「国際登録の取消し後の商標登録出願の特例」（６８条の３２及び６８条の３３） 

の説明です。 

 

（１）条文関係及びそれに対応する KEMPOS の概要の説明 

 

 1.マドプロの基礎登録がセントラルアッタクによって消滅した場合、又は国際登録の名義人がその 

資格を喪失したことによって消滅した場合に、日本を指定国とする国際登録商標を、通常の商標 

出願として再出願（マドプロ転換出願）することができます。そのための手続きの説明です。 

 

 上記は以下の２つの条文によって規定されているものです。 

 

 第６８条の３２（国際登録の取消し後の商標登録出願の特例） 議定書第６条(4)の規定により日本国

を指定する国際登録の対象であつた商標について、当該国際登録において指定されていた商品又は

役務の全部又は一部について当該国際登録が取り消されたときは、当該国際登録の名義人であつた

者は、当該商品又は役務の全部又は一部について商標登録出願をすることができる。 

 ２ 前項の規定による商標登録出願は、次の各号のいずれにも該当するときは、同項の国際登録の国際

登録の日（同項の国際登録が事後指定に係るものである場合は当該国際登録に係る事後指定の日）

にされたものとみなす。 

 一 前項の商標登録出願が同項の国際登録が取り消された日から三月以内にされたものであること。 

 二 商標登録を受けようとする商標が前項の国際登録の対象であつた商標と同一であること。 

 三 前項の商標登録出願に係る指定商品又は指定役務が同項の国際登録において指定されていた商品

又は役務の範囲に含まれていること。 

 ３ 第１項の国際登録に係る国際商標登録出願についてパリ条約第４条の規定による優先権が認めら

れていたときは、同項の規定による商標登録出願に当該優先権が認められる。 

 ４ 第１項の国際登録に係る国際商標登録出願について第９条の３又は第１３条第１項において読み

替えて準用する特許法第４３条の２第２項の規定による優先権が認められていたときも、前項と同

様とする。 

 ５ 第１項の規定による商標登録出願についての第１０条第１項の規定の適用については、同項中「商

標登録出願の一部」とあるのは、「商標登録出願の一部（第６８条の３２第１項の国際登録において

指定されていた商品又は役務の範囲に含まれているものに限る。）」とする。 

 

第６８条の３３（議定書の廃棄後の商標登録出願の特例） 議定書第１５条(5)(b)の規定により、日

本国を指定する国際登録の名義人が議定書第２条(1)の規定に基づく国際出願をする資格を有する

者でなくなつたときは、当該国際登録の名義人であつた者は、当該国際登録において指定されてい

た商品又は役務について商標登録出願をすることができる。 

 ２ 前条第２項から第５項までの規定は、第１項の規定による商標登録出願に準用する。この場合にお

いて、前条第２項第一号中「同項の国際登録が取り消された日から三月以内」とあるのは、「議定書

第１５条(3)の規定による廃棄の効力が生じた日から二年以内」と読み替えるものとする。 

 

  マドプロ転換出願は国際登録日（国際出願日と同日）に出願されたものとみなされます。 

  事後指定の場合は、事後指定の日に出願されたものとなります。 

  先願の判断は、国際登録日又は事後指定日を出願日とみて行われます。 

 

 



 

 ２. 登録になった場合の存続期間の計算は、登録日ではなく国際登録日を基準に行われます。 

 

 （商標権の設定の登録の特例） 

  第６８条の３６（存続期間の特例） 前条に規定する商標権の存続期間は、当該出願に係る国際登

録の国際登録の日（当該国際登録の存続期間の更新がされているときは、直近の更新の日）から十

年をもつて終了する。 

  ２ 前項に規定する商標権の存続期間については、第１９条第１項の規定は、適用しない。 

 

１９条は以下のとおりです。 

（存続期間） 

第19条 商標権の存続期間は、設定の登録の日から10年をもつて終了する。 

２ 商標権の存続期間は、商標権者の更新登録の申請により更新することができる。 

３ 商標権の存続期間を更新した旨の登録があつたときは、存続期間は、その満了の時に更新される 

ものとする。 

 

 



 

（２）ＫＥＭＰＯＳの入力作業 

 

 ・マドプロの出願種別は「商標(MP 転換)」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・存続期限の起算日は「国際登録日」となっています。 

 

 ・商標(MP 転換)の入力手続きです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・通常の商標出願に「出願(MP 転換)」「国際登録取消 3M」「国際登録取消 2Y」が追加されています。 

 

 



 

 ・商標(MP)の期限設定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・国際登録取消（マドプロ外内：出願期限３か月）が追加されています。 

  国際登録取消（マドプロ外内：出願期限２年）が追加されています。 

 

  国際登録が取消しとなった場合の出願期限の設定のためのものです。 

  セントラルアタックによる場合（６８条の３２）は３か月、資格消失の場合（６８条の３３） 

  の場合は２年を選択します。 

 

 



 

 １．受任時 

  受任は、依頼者からマドプロ転換出願の出願依頼を受け付けたところから始まります。 

  最初にマドプロの基礎情報（国際登録・事後指定）を入力し、次に「国際商標取消」を入力し 

出願期限を設定します。 

 

 ・マドプロ転換出願の新規入力の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・出願種別は「商標(MP 転換)」を選択します。 

 ・出願人及び代理人（出願人直接の場合は不要）を入力します。 

 

 



 

 ・最初に基礎情報である「国際登録」の入力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「国際登録」入力後の出願台帳画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「国際登録日」「国際登録番号」がセットされています。 

 ・「出願日」に国際登録日がセットされています。 

国際登録日に出願されたものとして、先願・後願の判定がなされます。 

 ・存続期限に国際登録日から１０年後の日付がセットされています。 

 



 

 ・事後指定の場合は事後指定の入力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「事後指定」入力後の出願台帳画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「出願日」に事後指定日に書き換えられています。 

 ・存続期限は変更されません。（国際登録日から１０年です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ・国際登録取消３Ｍを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・取消日から３か月で出願期限が設定されます。（セントラルアタックによる取消の場合） 

  資格喪失による取消しの場合は「国際登録取消２Ｙ」を入力します。 

   

 ・国際登録取消３Ｍ入力後の出願台帳画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「出願期限」が設定されています。 

 



 

 ・出願（MP 転換）を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・出願（MP 転換）入力後の出願台帳画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・出願の入力日は、出願日には転記されません。 

  この場合、事後指定で設定した出願日が維持されます。 

 ・応答期限（出願期限）はクリアされます。 

 

 

 



 

 ・設定納付の入力画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・設定納付は通常の商標と同じです。 

  ここでは「通常納付」で１０年分納付したものとします。 

 

 ・登録の入力です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・登録は通常の商標と同じです。ただし、存続起算の起算日は登録日ではなく、国際登録日と 

  なります。 

 



 

 ・「登録」入力後の出願台帳画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・存続期限は国際登録日から１０年となります。 

 ・その他は通常の商標と同一です。 

 

 ・商標(MP 転換)の出願種別の設定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・存続期限は「国際出願日から１０年」と規定されています。 

 



 

 ・更新申請（期限更新あり）の入力です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・存続期限が１０年更新されます。 

 

 ・更新後の出願台帳画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・存続期限が１０年更新され、それに伴う更新期間の初日・末日とも更新されています。 

  存続期限は国際登録日を起算日として計算されています。 

 

 

 

 


